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ATMネットワーク上のLANエミュレーションの運用管理を効率的に行うためには, (1)論理IPセグメン

ト構成,ゥLANエミュレーション構成,. (3)物理的な機器接続構成,のように管理目的に応じて対象ネット

ワークの論理構成を捉える必要がある.各視点からの論理構成をネットワークレイヤと定義し,複数のレイ

ヤから構成されるマルチネットワークレイヤモデルを提案する.各レイヤをネットワーク管理アプリケーショ

ンとして実現し,レイヤの相互関連を各レイヤの管理対象オブジェクトと論理IPネットワーク上のIPノードと

の関連付けで管理するよう適用し, LANエミュレーションの運用管理の統合方式を考案した.
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For ATMnetwork in work group LAN, LAN Emulation (LANE) is one of the most

reasonable selection because of its compatibility with classic shared LAN. This paper focuses

virtual segment management by LANE, and propose a multi-layer management approach for

LANEnetwork among the shared LAN.

In this approach, network is captured in some aspects of view: IP logical segment, ATM

physical connection and virtual segment by LANE. Relationship of managed objects is

defined among these layers, and registered local database of network management tools. Thus,

the management process for virtual network will be simplified.

1.はじめに

1.1.ATMネットワークの特徴

従来　ATMネットワークは,高速・広帯域の回線利用技術として,主にLAN間接続やキャ

ンパスバックポ`-ン,あるいは公衆網への応用が中心となって発展してきた.しかしここ数年,

インターネットの発展,企業内LANのイントラネットへの急速な移行に伴い,ワ-クグループ

LAN等のフロントエンドネットワークに高速性,広帯域性が求められるようになり　ATMネッ

トワークの高速LAN用途への期待が高まった.この要求に答える技術として, ATMアドレスと



既存LANのアドレスの間の変換をソフトウェア的に行い,既存LANをエミュレートするLAN

Emulation(LANE)の仕様がATMForumにより標準化され【U, ATMネットワークを従来のワー

クグループLANの一部として利用可能となった.

特にLANEでは,MACレベルでアドレス変換を行うため,上位プロトコルやアプリケーショ

ンからはATMのメディアを意識する必要がなく,従来のEthernet等のネットワークともルー

タ等により容易に接続できる.また,アドレス変換を行うLANEサーバの設定により, IPセグ

メントなどの論理ネットワークの構成を,物理的なネットワーク接続構成とは,全く独立に設定

可能であるという特徴がある.

ところが,従来のネットワーク管理ツールのほとんどは,管理オブジェクトとしての機器の

識別をIPアドレスにより行い,セグメントの接続状況から物理的な接続状況を想定する機能を

基本としている.このため, LANEによ・り構成された仮想的な論理セグメントを含むネットワー

クでは,ネットワーク管理ツールからは物理的な接続状況を想定できず,的確にネットワークの

管理を行うことができないという問題点がある.

本稿では,物理的な機器構成, LANEによる仮想ネットワーク構成,論理IPネットワーク

構成を,それぞれネットワークレイヤという論理的なネットワーク構成として捕らえ,レイヤ間

の関連情報を付加することにより,効率的にATMを含むネットワニクを管理するための方式を

提案する. ・

2.LAN Emulation(LANE)による運用

2.1.LANEの基本システム構成

ATMは,コネクション指向の通信方式であるた

め,既存のシェア-ド塑LANのようなコネクション

レス指向のネットワークとの相互運用性を確保する

必要性から, LAN E血ulation overATM(LANE)の仕

様がATM Forumにより標準化されたW. LANEに

より,-ひとつのATMネットワークは複数の論理的な

ドメインであるEmulated LAN (ELAN)に分割され,

各ELANは, LAN Emulation Client (LEC)の集合

とLAN Emulation Service(LEサービス)によるクラ

イアントサーバ形式で実現される.具体的なLANE

サービスは　LAN Emulation Configuration Server (LECS), LAN Emulation Server (LES),

Broadcast and Unknown Server (BUS)の3種のサーバから構成される(図1).

LANEサービスは, LESがATMアドレスーMAC変換を, BUSがブロードキャストの処理

を行い,ひとつのブロードキャストセグメントに対応するELANを構成する.ここで複数のLES

及びBUSを用いると, ,ひとつのATM物理ネットワーク上に複数のELANを構成することが可

能となる.LECSには,このような複数ELANの環境下で,新規のLECをそれぞれ適切なELAN

に振り分けるためのポリシーが実装されている.



LESおよびBUSは単-のELAN-のサービスのみを提供するため,各ELANは相互に独

立な論理的なブロードキヤス_トセグメントを構成し,物理セグメント間の接続と同様に,これち

の相互接続にはルータが用いられる,このようにLANEでは,物理的なATMネットワーク構成

とは独立な,仮想的な論理セグメントを構成可能となっている.

2.2.SNMPによるネットワーク管理

sNMPによるネットワーク管理は,ノサド管理の標準的な手法としてオーソライズされLTお

り,各ノードが持つMIBをIPベースのSNMPを使ってアクセスすることにより,各ノードの

状態とネットワーク全体の管理を行う. ATMスイッチやLANEについてもM工B定義の作業が

進んでいる. ATMスイッチのMIB(いわゆるAToMMJB)【2】は,既に一部で実用に供され, ATM

ネットワークの物理的な接続構成, VC(Virtual Connection), VP(Virtual Path)等を管理するこ

とができる。】.また, LANEの管理に関しては, ATMForumによりManagementInformation

Base (MIB)が標準化され【Mi】, LECS, LES, BUS, LEC, ELANの5グループのMIBが定義
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2.3.LANE管理の課題

MIBの定義により,ネットワーク上の各ノードを

管理するための手段は確保された.しかし, LANEを

含んだATMネットワーク全体の構成を管理する上で,

いくつかの課題がある.

第-に,従来のようなIPをベースとした管理方式

では,ELANによる仮想セグメントと,従来のEthernet

のセグメントは,・いずれも論理IPセグメントと認識さ

れ,両者を区別できない点である(図2).上位プロトコ

ルからMAC層以下のメディアを意識する必要がない

ことはLANEの長所でもあるが,管理という点からは

大きな短所となる. ELANセグメントの管理を厳密に行うためには, ELANの構成状況を論理

IPネットワーク構成とは別に管理し, ELANとIPノードの対応関係を明確にする必要がある.

第二に, LECS, LES, BUSといったサーバを, IPノードとして管理することが因醜な点

である. LANEの各サーバは、エミュレーションの対象外であるため、 ELANセグメント内の

IPノードとしては認識されず,また,管理対象がサービスであるために,物理的な機器との対応

関係が必ずしも1対1-とならない.このことから, ELAN内のクライアントとサーバの癖成情報

は,物理的なノ,-ドの構成や論理Ipネットワークとは別のネットワーク構成として管理する必

要がある∴

以上をまとめると, LANE管理の課題は,ネットワーク管理者が利用する「ネットワニク構

成図」を一恵に定めることができな1い点にある.前途のように,虹ANによるセグメントはATM

ネットワニクの物理的な接続状況とは独立に構成可能であり,物理的なATMネットワ-ク構成

とLANE　こよる論理IPネットワーク構成は⊥致しない.また, ELANの構成情報も物理的な

ATMネットワ⊥クや論理IPネットワ・こクとは別の論理ネらトウニク構成の表現となるoすなわ



ち,ネットワーク管理者は,管理目的に応じてさまざまな表現がなされる論理的なネットワーク

の構成と、物理的なネットワークとの間の相関関係を理解し、最適なネットワーク構成図を選択

したうえでネットワーク管理を行わなければならない.

3.LANEの管理方式

3.1.マルチネットワークレイヤモデル

そこで、さまざまな表現の論理ネット

ワークの構成を一元的に捉えるための手段と

して,複数のネットワークレイヤから構成さ

れたマルチネットワークレイヤモデルを提案

する(図3),ここでいうネットワークレイヤと

は,例えば論理IPネットワークの構成のよう

な,ひとつの管理目的から捉えたネットワー

ク構成の表現をひとつのネットワ-クレイヤ

と定義するものであるo各ネットワークレイヤには,ネットワーク機乳LANEサーバ等,物理

または論理ネットワークのノードに対応するオブジェクトが配置されている。それぞれのオブ

ジェクトは他レイヤ上のオブジェクトとの対応関係を持つ.しかし,その関連情報は必ずしも1

対1対応とはならず,あるオブジェクトが他のネットワークレイヤでは複数のオブジェクトと.し

て分散して配置されたり,対応するオブジェクトがない等の状況が考えられる.

3.2.LANEネットワークへの適用

マルチネットワークレイヤモデルを

LANEを含むATMネットワークへ適用して

ネットワーク管理を行う場合,MIBの種類に

応じて,論理IPネットワークレイヤ, LECS

等のLANE用サーバとLECとの接続関係に

着目　した　LANE　設定レイヤ(LANE

Con丘guration Lave巾,物理的な機器の接続

関係に着目したATM物理ネットワークレイ

ヤ(ATM Physical Network Layer)といった

異なった構成のネットワークとしての3。レイヤで管理されることとなる(図4).

論理IPネットワークレイヤは,上位プロトコルやサービスレベルに着HL,論理ネットワー

ク構成を管理するためのレイヤである.このレイヤでは,各論理IPセグメントがELANかどう

かを意識する必要はなく,したがって, 14NEのサーバ群はこのレイヤにはマップされない.

LANE構成レイヤは, LECSを中心としたLANEの構成を管理するためのレイヤである.

このレイヤでは, LANEを構成するクライアントサーバシステムの構成要素であるLECS, LES,

BUS, LECと,各要素間に確立されるVirtual Channel Connection(VCC)を管理することが目

的である・そのため,物理的なATM接輝状況やEthernetセグメントは表示される必要がない.



ATM物理ネットワークレイヤは,ATMスイッチを中心としたネットワークの物理的な構成

と, QoS(Quality of Service)保証のための経路情報とトラフィックを管理するレイヤである.

ATMスイッチの管理ポートから取得されたAToMMIB情報により,スイッチの各ポートの状況

を調査し,隣接エンドシステムの状況,各ポートに割り当てられたVCやVPの構成やトラフィッ

ク等のモニタ機能を捷供する,

3.3オブジェクトの相関関連

前述の各レイヤで表示されるオブジェクトの実体は, ATMネットワーク上の機器またはそ

の機器上で動作するサービスである. ATMネットワーク上の実体が,各レイヤ上でどのように

取り扱うか, SUに対応した形でまとめたものが麦1である.

ATMスイッチは,論理IPネットワークレイヤでは, IPが割り当てられた管理ポートが管

`理の対象とされるため,ひとつのIPノードとして取り扱われる.このノードをATMスイッチと

して管理するために,物理ATMネットワークレイヤのATMスイッチオブジェクトとの1対1

の対応関係を定義している.

LANEの各サーバのように,ひとつのエンドシステム上で複数のサービスが稼動しているよ

うな場合,論理IPネットワークレイヤおよび物理ATMネットワークレイヤ上では,サービスが

稼動している機器という単位で取り扱われる.そこで, LANE設定レイヤと他の2つのレイヤ間

では,械器と複数サービス間の1対多の対応関係を定義している.もしも, LANEサービスがい

ずれかのATMスイッチ上に内蔵されるような場合には, ATM機器に対する対応関係が1対多

として定義される.

このように,機器としての実体がひとつであるにもかかわらず,他のレィヤで複数の異なっ

たオブジェクトとして捉えられる場合,各オブジェクトが同じ実体であることをユーザに示唆す

ることが重要である.既存のネットワーク管理マネージャへの適用を考えた場合,こうしたレイ

ヤ間のオブジェクトの相互関連を管理するローカルなデータベースが必要となる.

3・4層存ネットワーク管理ツール?の適用

従来のネットワーク管理プラットフォーム(例えば日立製作所NETM*Cm2)上には,すでに

論理IPネットワークの管理アプリケーションが実装されている.このプラットフォーム上に,

マルチネットワークレイヤモデルで扱った他の2つのレイヤを, ATM管理アプリケーション,

uNE管理アプリケーションとして実装することにより,マルチウインドウGUI (Graphical



TTooi. Tnt△蝣wfforサQ＼ン1 ・r-フ・ nJヰ1Jノヰタコニギn,-A*督手打て馬車Z、

各アプリケーションは,個別の論理ネッ

トワーク構成マップを持ち,マップ上の各オ

ブジェクトに対応するIPノードとの対応関

係を管理することにより,論理IPネットワー

クを中心として,各ネットワークレイヤを矛

盾なく管理できる.また,各レイヤ上のオブ

ジェクトを選択すると,対応するオブジェク

トが存在するレイヤをポップアップして相

互関連を示唆する.

これらの機能により,ネットワーク管理

者は,意図する管理目的に応じたアプリケ-

ションの起動により対応する論理ネットワーク構成図を選択可能となり,さらに複数の論理ネッ

トワーク構成の関連を対象オブジェクトの関連付けにより動的に切替え可能となる.

4.まとめ

LANエミュレ-ションにより,ワークグループLANの一部として運用されるATMネット

ワークの運用管理について,複数の論理ネットワーク構成の表現を用いて管理するマルチネット

ワークレイヤモデルを考案した. LANEのような仮想的なネットワーク構成を物理的なネット

ワーク構成とは独立に取ることができる環境下では,本モデルのように,複数の異なった論理

ネットワーク構成で表現し,管理目的に応じて適宜切り替えるアプローチが有効である.

このようなアプローチは,今後ますます複雑化する仮想ネットワークの管理,さらには,そ

のネットワーク上に実現されるクライアントサーバシステムの管理を効果的に行うためには不

可欠なものとなるだろう.そのとき,複数の論理ネットワークの表現の相互関連を正確に把接し

管理目的に合った表現を,効率的にユーザに提供することが,今後のネットワーク管理ツールに

求められる機能であろう.
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